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世界自然遺産の雄大な自然の中 、自分たちの力で
自 然 を 楽 し む 2 泊 3 日 の 大 冒 険 セ ミ ナ ー ！
この夏は屋久島で最高の思い出をつ く り ま し ょ う ！

対象 者・人 数: 島内外の小学4年生～中学3年生 20名（先着）
開 催 場 所: 屋久島環境文化研修センター
日 時: 令和４年８月３日（水）～５日（金）２泊３日
参 加 費: 21,000円（往復旅費は含みません）
申 し 込 み:「住所・氏名・電話番号」を明示し、郵送・メールまたは

お電話により7月15日（金）までにお申し込みください。
問 い 合 わ せ: 屋久島環境文化研修センター

TEL:0997-46-2900  
MAIL:kensyuu10@yakushima.jp   担当：小松

屋久島が舞台、撮影地にもなっている「あまのがわ」
を 上 映 し ま す 。 ぜ ひ 上 映 会 に お 越 し く だ さ い 。

対 象者・人 数：屋久島町在住の方（230名）
開 催 場 所：屋久島環境文化村センター
日 時:令和４年７月２３日(土）18：00～19：45頃まで

参 加 費：無料
受 付 方 法：当日会場で受付（先着230名に達した時点で終了）

※事前予約不要
問 い 合 わ せ：屋久島環境文化村センター

TEL:0997-42-2900
作品概要：「踏み出す勇気が、自分を変える」をテーマに、親との葛藤
に悩み不登校となる女子高生が、全身が不自由な青年の操るロボット

と旅に出るという物語で、舞台となるのは鹿児島、そして世界遺産の屋久島。お互いに異なる境遇の
2人が如何にして困難を乗り越えるのか、欠けている部分を助け合っていくのか、誰かのために自分
が行動するという「志」の大切さを描いた作品です。

アウトドアガイド島結との共催で、NEALリーダーとキャンプインストラクタ
ーの同時資格取得に向けて指導者養成セミナーを開催しました。セミナー
をとおして島内外の参加者同士が交流を深めることができ、有意義なセミ
ナーとなりました。

Ⓒあまのがわフィルムパートナーズ



【7月・8月の休館日】 村センター・研修センター休館日は同じです

７月:4日（月）・11日（月）・19日（火）

8月：休館日はありません ※７月20日（水）～８月31日（水）の間に休館日はありません

研修課 主事 北川 義子

はじめまして。６月から研修
センタースタッフの仲間入り
をした「よっちゃん」です。
事務とインストラクターのサ
ポートを担当しています。

屋久島へ初めて訪れたのは10年前。屋久島の
圧倒的自然に魅せられ、リピーターになり、５年
前に屋久島町の「暮らしの体験住宅」への入居
をきっかけに関西から移住しました。

移住後は観光関連の仕事に携わっていました
が、今後は自分自身も学びつつ、楽しみながら
多くの人に屋久島の自然の素晴らしさを伝えて
いきたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

NPO法人屋久島うみがめ館による、うみがめ
保護の啓発活動の一環として、うみがめの剥製
や骨格標本などの展示を行います。この機会に
一度ご覧いただき、うみがめに関する知識を深
めてみませんか。

場所：屋久島環境文化村センター 交流ホール
日時：令和４年７月１日（金）

～７月31日（日）

インストラクター
福元 豪士（やっくん）

数えきれない星の中で、地球は生命が存在できることが唯一確認されている星です。私たちはそん
な奇跡の星の上で生きています。そんな地球が今、発熱で苦しんでいます。残念ながら地球にかかり
つけ医はいないし、打てば症状が軽くなるようなワクチンも開発されていません。これ以上の発熱を防
止しようと、国際社会は立ち上がっています。そのアクションがSDGｓです。私たちが今とるべき行動、
目指すべき方向とはなんでしょう。私たちが今すぐ実践すべき地球温暖化への予防と治療を４つのこ
とにまとめてみました。

①エネルギーという存在にもっと真剣に向き合う
世界的に急速に進む再生可能エネルギーへの転換。エネルギーも選ぶ時代です。

②買い物の基準は安さではなく「エシカル消費度（倫理的消費）」を心がける
大量生産、大量消費の安価なものではなく、長く愛着を持って使えるものや持続可能な生産を行っ
ている食材からエシカルなものに切り替えましょう。

③暮らしの中の手作りの比率を高め、持続可能な循環の中で生きる
商品を買うことは時間を買うこと。時間を買うためにお金を稼ぎ、時間が無くなるという負の循環が
生れる現代社会。手作り率を高めることは、無駄な支出も減り、廃棄物も減ります。

④自然や生命に、もっと深いまなざしをもつ、地球と寄り添う倫理感を養う
自然のみずみずしさや神秘さを感じる感性「センスオブワンダー」。地球と共に
生きていることを感じる感性こそ、今後の社会に必要なものではないでしょうか。
１人１人の人間は、地球の細胞と言って良いのかもしれません。そんな私たちが
バラバラなふるまいを続ければ地球は生物が住めない星となってしまいます。
人類が溜めに溜めた環境問題のツケを払わされるのは、子供や孫の世代です。
地球温暖化を止めるのは私たちです。


